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「
賢
治
エ
チ
ュ
ー
ド
」

作
：
油
田

晃

登
場
人
物
：

※
こ
っ
ち
（
あ
っ
ち
）
の
人
々

恭
子
（
高
校
３
年
生
）

久
美
（
高
校
３
年
生
）

※
ま
ん
な
か
の
人

正
裕
（
高
校
２
年
生

故
人
）

※
あ
っ
ち
（
こ
っ
ち
）
の
人
々

猫
の
事
務
長

一
番
書
記

二
番
書
記

四
番
書
記

な
お
、
複
数
役
を
配
す
る
の
で
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

場
所

：
様
々
な
世
界
に
移
り
変
わ
る
が
、
そ
れ
は
原
則
、
布
と
大
き
め
の
箱
・
教
室
に

よ
く
あ
り
そ
う
な
椅
子
だ
け
で
表
現
す
る
。
そ
れ
は
、
こ
こ
で
も
あ
り
、
こ
こ

で
も
な
し
。

便
宜
上
、
限
定
的
と
な
る
場
所
は
記
し
て
ゆ
く
。

（
１

教
室
）

音
楽

幕
が
開
く
。

そ
こ
は
教
室
の
よ
う
だ
。

放
課
後
。

模
擬
試
験
が
終
わ
り
、
答
え
合
わ
せ
を
し
て
い
る
２
人
が
い
る
。

恭
子
と
久
美
の
２
人
で
あ
る
。

少
し
離
れ
た
所
に
、
正
裕
が
立
っ
て
い
る
。

二
人
、
ポ
ッ
キ
ー
を
つ
ま
み
な
が
ら
、

答
え
合
わ
せ
を
し
て
い
る
と
言
っ
た
感
じ
。

久
美

：
じ
ゃ
、
次
、
問
二
。
Ａ
が
「
ハ
」

恭
子

：
お
お
（
と
、
自
分
の
問
題
用
紙
に
ペ
ン
で
マ
ル
を
付
け
る
）

久
美

：
Ｂ
、
「
ロ
」
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恭
子

：
う
ん
（
再
び
、
マ
ル
を
付
け
る
）

久
美

：
Ｃ
、
「
イ
」

恭
子

：
や
る
ね
え
、
あ
た
し
。
久
美
の
は
？
（
久
美
の
問
題
用
紙
を
見
て
）
あ
、
Ｂ
が

違
う
。

久
美

：
Ｄ
、
「
ニ
」

恭
子

：
「
ニ
」
？
、
「
ハ
」
じ
ゃ
な
く
て
？

久
美

：
う
ん
、
「
ニ
」
。

恭
子

：
あ
あ
、
ど
う
し
て
え
、
「
ハ
」
じ
ゃ
な
い
の
か
あ
、

久
美

：
「
ニ
」
で
す
な
、

恭
子

：
「
ニ
」
か
あ
、

久
美

：
続
い
て
、
問
三
。

恭
子

：
・
・
・
・
、
（
ぼ
ん
や
り
し
て
る
）

久
美

：
ど
う
し
た
の
？

恭
子

：
ん
？
、
い
や
い
や
、

久
美

：
続
い
て
、
問
い
の
三
、
６
０
字
で
書
き
な
さ
い
。

恭
子

：
は
い
は
い
、

久
美

：
行
き
ま
す
ぜ
。
・
・
「
理
想
の
世
界
を
求
め
よ
う
と
し
た
宮
沢
賢
治
の
作
品
群

が
、
現
在
で
も
読
み
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
事
は
、
生
き
る
事
に
お
い
て
教
唆

を
与
え
る
と
い
う
事
」

５
９
字
。

恭
子

：
・
・
・
・
・
（
再
び
ぼ
ん
や
り
し
て
る
）
、

久
美

：
間
違
っ
て
た
？
こ
う
い
う
の
っ
て
さ
あ
、
ど
う
答
え
合
わ
せ
し
て
い
い
か
わ
か

ん
な
い
よ
ね
え
。

恭
子

：
問
題
文
が
、
宮
沢
賢
治
の
話
だ
っ
た
じ
ゃ
な
い
？

久
美

：
う
ん
、
そ
だ
ね

恭
子

：
あ
め
ゆ
じ
ゅ
と
て
ち
て
け
ん
じ
ゃ

久
美

：
何
そ
れ
？

恭
子

：
詩
で
あ
る
ん
だ
っ
て
、
「
あ
め
ゆ
じ
ゅ
と
て
ち
て
け
ん
じ
ゃ
」

久
美

：
ふ
～
ん
、

恭
子

：
妹
を
亡
く
し
た
宮
沢
賢
治
が
書
い
た
詩
。

久
美

：
よ
く
知
っ
て
る
ね
、

恭
子

：
正
裕
に
さ
、
教
え
て
も
ら
っ
た
。

久
美

：
正
裕
？

恭
子

：
う
ん
。
正
裕
っ
て
、
宮
沢
賢
治
好
き
だ
っ
た
ん
だ
よ
ね
、

久
美

：
ん
？

恭
子

：
正
裕
。
宮
沢
賢
治
。

久
美

：
そ
う
だ
っ
た
の
？
へ
え
え
。

恭
子

：
う
ん
、
な
ん
か
、
詩
と
か
あ
い
つ
、
何
も
見
ず
言
え
る
ん
だ
っ
て
、

久
美

：
宮
沢
賢
治
の
？

恭
子

：
う
ん
、

久
美

：
憶
え
て
た
の
？

恭
子

：
多
分
。
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久
美

：
す
っ
ご
い
。

恭
子

：
あ
い
つ
、
そ
ん
な
の
憶
え
て
る
風
に
見
え
な
い
じ
ゃ
ん
、

久
美

：
う
ん
、

恭
子

：
す
ご
い
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
た
な
あ
っ
て
・
・
・
。

久
美

：
・
・
・
（
解
答
集
を
閉
じ
て
）
・
・
・
、
そ
う
だ
ね
。
も
う
半
年
は
経
つ
ね
。

恭
子

：
早
い
、
ね
。

久
美

：
う
ん
。

恭
子

：
先
生
が
さ
、
正
裕
が
死
ん
で
か
ら
す
ぐ
、
教
室
の
正
裕
の
机
の
上
に
、
花
、
置

い
た
じ
ゃ
な
い
。

久
美

：
あ
あ
、

恭
子

：
あ
た
し
、
な
ん
か
そ
れ
が
凄
く
許
せ
な
く
て
さ
、

久
美

：
う
ん
、

恭
子

：
な
ん
か
、
花
が
机
の
上
に
置
か
れ
た
ら
、
も
う
そ
れ
で
正
裕
は
終
わ
っ
た
み
た

い
じ
ゃ
な
い
。

久
美

：
先
生
は
そ
う
い
う
意
味
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。

恭
子

：
そ
り
ゃ
、
正
裕
へ
の
気
持
ち
は
あ
る
ん
だ
っ
て
思
っ
た
け
ど
、
で
も
さ
、

ま
だ
、
ま
だ
絶
対
、
あ
の
と
き
、
私
や
み
ん
な
、
正
裕
は
ま
だ
終
わ
っ
て
な

い
と
思
っ
て
た
っ
て
。
だ
か
ら
、
あ
の
花
が
凄
く
腹
が
立
っ
て
。

正
裕

：
そ
う
カ
ッ
カ
し
な
さ
ん
な
。

恭
子

：
（
同
時
）
？

久
美

：
（
同
時
）
な
ん
で
、
あ
ん
な
大
雨
の
日
に
川
べ
り
に
い
た
ん
だ
ろ
う
ね

恭
子

：
ね
え
、
あ
た
し
、
今
、
正
裕
の
声
が
聞
こ
え
た
。

久
美

：
え
？

恭
子

：
『
そ
う
カ
ッ
カ
し
な
さ
ん
な
』
っ
て
、
聞
こ
え
た
？

久
美

：
う
う
ん
、
全
然
。

恭
子

：
聞
こ
え
た
っ
て
絶
対
。

久
美

：
ま
た
ま
た
ぁ

恭
子

：
い
や
、
マ
ジ
で

久
美

：
確
か
に
、
カ
ッ
カ
し
な
さ
ん
な
っ
て
、
あ
い
つ
よ
く
言
っ
て
た
ね
、

恭
子

：
正
裕
、
い
る
の
～
？

正
裕

：
（
口
パ
ク
で
）
い
る
よ
～

恭
子
・
久
美
：
・
・
・
・

正
裕

：
（
動
き
な
が
ら
、
し
か
し
、
口
パ
ク
）
こ
こ
、
こ
こ
に
い
る
っ
て
。

恭
子
・
久
美
：
・
・

恭
子

：
居
る
訳
な
い
か
、

久
美

：
う
ん
。
居
た
ら
恐
い
よ
、

恭
子

：
そ
れ
は
言
え
ま
す
な

正
裕
、
恭
子
と
久
美
の
間
で
、

注
意
を
引
こ
う
と
す
る
が
、
二
人
に
は
見
え
な
い
。

久
美

：
（
解
答
集
を
見
て
）
続
け
ま
す
か
、
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恭
子

：
続
け
ま
す
か
。二

人
、
再
び
答
え
合
わ
せ
を
始
め
る
。

久
美

：
問
い
の
三
で
す
。「
理
想
の
世
界
を
求
め
よ
う
と
し
た
宮
沢
賢
治
の
作
品
群
が
、

現
在
で
も
読
み
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
事
は
、
生
き
る
事
に
お
い
て
教
唆
を
与

え
る
と
い
う
事
」
５
９
字
。

恭
子

：
ほ
お
、
な
る
ほ
ど
。
そ
り
ゃ
そ
う
だ
。
そ
う
や
っ
て
ま
と
め
ら
れ
れ
ば
い
い
ん

だ
よ
。
ウ
マ
イ
よ
こ
の
解
答
。

久
美

：
解
答
だ
か
ら
ね

久
美

：
そ
う
や
っ
て
書
け
れ
ば
、
ど
れ
だ
け
楽
な
こ
と
か
。

恭
子
・
久
美
：
ね
え
。

正
裕
、
解
答
集
に
何
や
ら
す
る
。

久
美

：
次
、
問
四
。

恭
子

：
ほ
い
、
問
四
。
来
た
ぞ
２
０
０
字
。
来
い
！

久
美

：
（
解
答
集
を
見
て
）
？
あ
れ
？
う
ん
？

恭
子

：
ん
？

久
美

：
『
も
し
も
こ
の
天
の
川
が
ほ
ん
と
う
に
川
だ
と
考
え
る
な
ら
、
そ
の
一
つ
一
つ

の
小
さ
な
星
は
み
ん
な
そ
の
川
の
そ
こ
の
砂
や
砂
利
の
粒
に
も
あ
た
る
わ
け
で

す
』

恭
子

：
な
に
そ
れ
、
全
然
違
う
よ
、

久
美

：
（
違
う
ペ
ー
ジ
を
開
け
て
）
・
・

『
ま
た
こ
れ
を
大
き
な
乳
の
流
れ
と
考
え
る
な
ら
も
っ
と
天
の
川
と
よ
く
似

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
そ
の
星
は
み
な
、
乳
の
中
に
ま
る
で
細
か
に
浮
か
ん
で

い
る
脂
油
の
球
に
も
あ
た
る
の
で
す
』

（
違
う
ペ
ー
ジ
）

『
そ
ん
な
ら
何
が
そ
の
川
の
水
に
あ
た
る
か
と
言
い
ま
す
と
、
そ
れ
は
真
空

と
い
う
光
を
あ
る
速
さ
で
伝
え
る
モ
ノ
で
、
太
陽
や
地
球
も
や
っ
ぱ
り
そ
の

な
か
に
浮
か
ん
で
い
る
の
で
す
』

（
違
う
ペ
ー
ジ
）

な
ん
だ
こ
れ
、
ミ
ス
プ
リ
？

恭
子

：
・
・
・
銀
河
鉄
道
だ
。

久
美

：
銀
河
鉄
道
？

恭
子

：
宮
沢
賢
治
の
。
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」

久
美

：
・
・
・
え
え
、
も
う
、
な
ん
か
恭
子
が
そ
う
い
う
正
裕
の
話
す
る
か
ら
、
え
、

な
ん
か
恐
い
よ
こ
れ
。

恭
子

：
・
・
・
・
ジ
ョ
バ
ン
ニ
と
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ

久
美

：
ね
え
、
な
ん
か
あ
た
し
恐
く
な
っ
て
き
た
よ
、
恭
子
、
帰
ろ
う
よ
。

恭
子

：
え
？
、
う
ん
。
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帰
り
支
度
を
始
め
る
二
人
。

恭
子

：
ね
え
、
久
美

久
美

：
な
に
？

恭
子

：
ま
っ
す
ぐ
家
に
帰
る
？

久
美

：
え
？
ど
う
し
て
？

恭
子

：
う
ん
、
い
や
、
ど
う
す
ん
の
か
な
あ
と
思
っ
て
、

久
美

：
別
に
今
日
は
何
に
も
な
い
よ
、

久
美
、
ポ
ッ
キ
ー
の
箱
を
ゴ
ミ
箱
（
大
き
な
箱
）
に
捨
て
よ
う
と
向
か
う
。

正
裕
は
、
ゴ
ミ
箱
の
近
く
に
立
っ
て
い
る
。

久
美

：
（
ゴ
ミ
箱
の
前
に
立
っ
て
）
・
・
・
・
・
・
、
ね
え
、
ゴ
ミ
箱
が
す
っ
ご
く
深

く
な
っ
て
る
。

恭
子

：
は
？

久
美

：
深
い
。
深
い
ん
だ
っ
て
。
底
な
し
沼
み
た
い
・
・
・
。

恭
子

：
（
ゴ
ミ
箱
に
向
か
う
）
・
・
・
・
・
、
本
当
だ
。

久
美
、
ポ
ッ
キ
ー
の
箱
を
ゴ
ミ
箱
へ
捨
て
る
。

久
美
・
恭
子
：
・
・
・
・
・
・
、
消
え
た
。

久
美

：
か
、
帰
ろ
う
か
。

恭
子

：
そ
、
そ
だ
ね
。

二
人
、
い
っ
た
ん
上
手
に
は
け
る
。

正
裕
、
そ
の
方
向
を
見
送
り
な
が
ら
、
ゴ
ミ
箱
に
入
り
消
え
て
ゆ
く
。

ト
、

二
人
、
再
び
戻
っ
て
く
る
。

恭
子

：
階
段
が
な
か
っ
た
よ
。

久
美

：
な
い
。

恭
子

：
廊
下
も
な
か
っ
た
よ
。

久
美

：
な
い
。

恭
子

：
窓
も
、
教
室
も
、

久
美

：
う
ん
。
う
ん
う
ん
、

ト
、

ど
こ
か
ら
か
男
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

猫
の
事
務
長
：
（
袖
声
）
一
番
書
記
、
氷
河
ネ
ズ
ミ
の
産
地
は
わ
か
る
か
？

一
番
書
記
・
白
猫
：
（
袖
声
）
ウ
ス
テ
ラ
ゴ
メ
ナ
、
ノ
バ
ス
カ
イ
ヤ
、
フ
サ
川
流
域
で
あ
り

ま
す
。
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恭
子

：
な
に
な
に
？

久
美

：
な
に
、
ウ
ス
テ
ラ
な
ん
と
か
っ
て
、

事
務
長

：
（
袖
声
）
四
番
書
記
、
ベ
ー
リ
ン
グ
地
方
を
旅
行
す
る
際
の
注
意
を
述
べ
よ
。

久
美

：
え
？

恭
子

：
誰
が
し
ゃ
べ
っ
て
ん
の
？

四
番
書
記
・
か
ま
猫
：
（
袖
声
）
え
ー
と
、
ベ
ー
リ
ン
グ
地
方
は
、
え
ー
と
、
え
ー
、

事
務
長

：
（
袖
声
）
仕
事
が
遅
い
。
二
番
書
記
、
ベ
ー
リ
ン
グ
地
方
を
旅
行
す
る
注
意
点

は
？

二
番
書
記
・
虎
猫
：
（
袖
声
）
黒
猫
は
十
分
に
猫
な
る
こ
と
を
表
示
し
つ
つ
旅
行
す
る
に
あ

ら
ざ
れ
ば
、
黒
狐
と
誤
認
せ
ら
れ
、
本
気
に
て
追
跡
さ
る
る
こ
と
あ
り
。

事
務
長

：
（
袖
声
）
よ
ろ
し
い
。
で
は
、
諸
君
、
休
憩
し
よ
う
。

恭
子

：
こ
っ
ち
に
来
る
。

久
美

：
ど
う
す
る
？

恭
子

：
え
？
え
ー
と
、

ゴ
ミ
箱
か
ら
、
正
裕
が
手
招
き
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

恭
子

：
あ
そ
こ
、
あ
そ
こ
に
隠
れ
よ
う
。

久
美

：
だ
め
だ
っ
て
、
さ
っ
き
、
お
か
し
く
な
っ
て
た
じ
ゃ
ん

恭
子

：
だ
っ
て
、

久
美

：
底
な
し
沼
に
な
っ
て
る
よ
。

恭
子

：
も
う
、
い
い
か
ら
。恭

子
・
久
美
、
ゴ
ミ
箱
へ
。

久
美

：
な
ん
か
、
こ
れ
、
怖
く
な
い
？

恭
子

：
い
い
か
ら
（
と
、
久
美
を
落
と
し
て
し
ま
う
）

久
美

：
ち
ょ
っ
と
恭
子
！

久
美
は
、
遙
か
彼
方
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

恭
子

：
・
・
・
・
・
・
、恭

子
も
ゴ
ミ
箱
に
消
え
て
ゆ
く
。

照
明
が
変
わ
る
。

事
務
長
・
白
猫
・
虎
猫
・
か
ま
猫
の
４
人
（
匹
？
）
や
っ
て
く
る
。

４
人
は
椅
子
を
横
一
列
に
し
て
、
座
る
。

（
２

猫
の
事
務
所
）

コ
ッ
プ
か
何
か
を
持
っ
て
、
ど
う
や
ら
休
憩
の
よ
う
だ
。

四
番
書
記
・
か
ま
猫
は
コ
ッ
プ
を
持
っ
て
い
な
い
。

事
務
長

：
そ
も
そ
も
に
お
い
て
だ
な
、
我
々
猫
が
、
ま
じ
め
に
仕
事
を
す
る
と
い
う
こ
と
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自
体
が
、
間
違
え
て
い
る
ん
だ
よ
。

一
番
書
記
・
白
猫
：
（
聞
い
て
い
な
い
）

事
務
長

：
そ
う
思
わ
な
い
か
、
一
番
書
記
、

一
番
書
記
：
え
？
何
が
っ
す
か
？

事
務
長

：
私
の
話
を
聞
い
て
な
か
っ
た
か
？

一
番
書
記
：
今
は
、
休
憩
中
で
す
か
ら
ね
、
私
は
私
の
こ
と
を
し
ま
す
。

事
務
長

：
お
っ
と
っ
と
っ
と
。
休
憩
中
は
、
仕
事
で
は
な
い
と
来
た
よ
、
ど
う
思
う
ね
、

二
番
書
記
。

二
番
書
記
・
虎
猫
：
あ
あ
、
も
し
も
し
、
あ
あ
、
ど
う
も
ど
う
も
。
い
や
あ
、
こ
の
間
は
、

ア
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ハ
ッ
ハ
。

事
務
長

：
電
話
中
か
。

四
番
書
記
・
か
ま
猫
：
ま
じ
め
に
仕
事
を
す
る
の
は
私
は
好
き
で
す
が
、

事
務
長

：
休
憩
中
に
な
る
と
君
し
か
話
し
相
手
が
お
ら
ん
。
私
は
嫌
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
、
い
や
、
嫌
わ
れ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
。

四
番
書
記
：
い
え
、
そ
ん
な

事
務
長

：
君
た
ち
は
、
仕
事
終
わ
っ
て
か
ら
飲
み
に
行
っ
て
、
私
の
悪
口
を
言
う
ん
だ
。

四
番
書
記
：
言
い
ま
せ
ん
よ
、

事
務
長

：
言
う
、
言
う
ん
だ
。
み
ん
な
、
み
ん
な
、
今
は
猫
を
か
ぶ
っ
て
る
ん
だ
。

一
番
書
記
：
事
務
長
、
我
々
、
猫
と
、
掛
け
ま
し
た
ね
。

事
務
長

：
う
ま
い
か
？

二
番
書
記
：
ま
あ
ま
あ
で
す
。

事
務
長

：
ど
う
だ
？

四
番
書
記
：
お
も
し
ろ
い
で
す
。

事
務
長

：
お
も
し
ろ
く
な
い
よ
、
お
も
し
ろ
く
も
な
ん
と
も
な
い
。

四
番
書
記
：
は
あ
。

事
務
長

：
仕
事
に
は
慣
れ
た
か
な
？

四
番
書
記
：
い
え
、
み
な
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
の
掛
け
同
士
で
。

事
務
長

：
こ
こ
に
は
、
多
く
の
猫
が
い
ろ
ん
な
相
談
事
に
や
っ
て
く
る
。

我
々
は
猫
世
界
の
こ
と
す
べ
て
に
精
通
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

猫
に
関
す
る
こ
と
は
、
我
々
は
何
で
も
答
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
当
た
り
前
の

こ
と
だ
。

毎
日
毎
日
、
い
ろ
ん
な
相
談
事
で
、
猫
の
手
も
借
り
た
い
く
ら
い
だ
よ
。

一
番
書
記
：
事
務
長
、
ま
た
ま
た
、
我
々
、
猫
と
、
掛
け
ま
し
た
ね
。

事
務
長

：
う
ま
い
か
？

二
番
書
記
：
ま
あ
ま
あ
で
す
。

事
務
長

：
ど
う
だ
？

四
番
書
記
：
は
あ
、
お
も
し
ろ
い
で
す
。

事
務
長

：
今
の
は
お
も
し
ろ
い
と
自
分
で
も
思
っ
た
。

二
番
書
記
：
今
日
は
仕
事
終
わ
っ
た
ら
み
ん
な
で
、
飲
み
に
行
き
ま
せ
ん
か
？

一
番
書
記
：
お
、
い
い
ね
え
、

事
務
長

：
私
も
行
っ
て
も
い
い
の
か
？

一
番
書
記
：
ど
う
す
る
？
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二
番
書
記
：
ど
う
し
よ
う
？

事
務
長

：
ほ
ら
、
ほ
ら
、
私
の
悪
口
を
言
う
ん
だ
。

四
番
書
記
：
あ
の
、
み
ん
な
で
行
き
ま
せ
ん
か
？

事
務
長

：
み
ん
な
、
と
い
う
言
葉
の
中
に
、
私
は
入
っ
て
る
の
か
、
入
っ
て
な
い
の
か
？

ど
っ
ち
な
ん
だ
、

一
番
書
記
：
入
っ
て
な
い

二
番
書
記
：
入
っ
て
な
い

四
番
書
記
：
入
っ
て
る

事
務
長

：
２
対
１
で
、
み
ん
な
に
入
っ
て
な
い
ん
だ
な
私
は
。

二
番
書
記
：
事
務
長
の
お
ご
り
な
ら
ね
え
。

事
務
長

：
お
ご
り
？
、
私
の
？

一
番
書
記
：
え
え
、

事
務
長

：
・
・
・
・
・
・
、
私
は
今
日
は
や
め
て
お
く
よ
。
み
ん
な
で
い
き
た
ま
え
。

二
番
書
記
：
ケ
チ
な
ん
だ
よ
、
あ
い
つ

四
番
書
記
：
は
あ
。

一
番
書
記
：
じ
ゃ
あ
、
さ
ん
ざ
ん
悪
口
言
お
う
よ
、

事
務
長

：
行
く
！
行
く
行
く
！
私
の
お
ご
り
で
行
く
！

一
番
書
記
：
え
え
、
お
ご
り
で
い
い
ん
で
す
か
あ
～

事
務
長

：
あ
あ
、

一
・
二
番
書
記
：
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
す
。

四
番
書
記
：
（
遅
れ
て
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

事
務
長

：
よ
～
し
、
ど
ん
ど
こ
い
。

ト
、
正
裕
が
や
っ
て
く
る
。

正
裕

：
こ
ん
に
ち
は
～
。

二
番
書
記
：
休
憩
中
で
す
。
業
務
再
開
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

正
裕

：
あ
あ
、
は
い
。

四
番
書
記
：
あ
、
私
、
話
聞
い
て
き
ま
す
。

一
番
書
記
：
君
は
な
ん
だ
、
休
憩
中
も
仕
事
を
す
る
こ
と
で
、
点
数
を
稼
ご
う
と
で
も
言
う

ん
だ
な

四
番
書
記
：
い
え
、
そ
ん
な
、

正
裕

：
休
憩
終
わ
る
ま
で
待
ち
ま
す
か
ら
、

四
番
書
記
：
あ
の
、
い
い
ん
で
す
か
？

正
裕

：
は
い
。

事
務
長

：
再
び
、
休
憩
！

休
憩
の
時
間
。

し
か
し
、
誰
も
動
か
な
け
れ
ば
、
話
さ
な
い
。

正
裕
、
い
い
の
か
な
と
い
う
感
じ
。

四
番
書
記
：
あ
の
、
も
う
休
憩
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
？



- 9 -

事
務
長

：
は
い
。
休
憩
終
わ
り
。
業
務
再
開
！

一
番
書
記
：
は
い
、
な
ん
で
し
た
か
？
政
治
・
経
済
関
係
の
ご
相
談
は
、
こ
こ
か
ら
ま
っ
す

ぐ
行
っ
て
、
突
き
当
た
り
を
右
に
折
れ
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
、
３
２
階
。

二
番
書
記
：
自
然
科
学
・
医
療
福
祉
関
係
の
ご
相
談
は
、
３
７
階
と
４
８
階
、

一
番
書
記
：
そ
の
ほ
か
で
処
理
で
き
な
い
ご
相
談
は
、
こ
ち
ら
で
引
き
受
け
て
お
り
ま
す
。

事
務
長
・
一
番
書
記
・
二
番
書
記
：
ご
用
件
は
何
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

正
裕

：
あ
の
う
、
友
達
が
、
こ
っ
ち
の
世
界
に
来
て
し
ま
っ
た
み
た
い
で
、

事
務
長

：
こ
っ
ち
の
世
界
に
来
た
？
あ
っ
ち
か
ら
？

正
裕

：
は
い
。

事
務
長

：
ど
う
し
て
？

正
裕

：
い
や
、
そ
の
、
僕
も
い
け
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
け
ど

事
務
長

：
（
遮
り
）
友
達
と
い
う
の
は
、
あ
な
た
の
、

正
裕

：
あ
、
は
い
。

一
番
書
記
：
あ
れ
？
あ
な
た
、
あ
ら
あ
、
人
間
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、

正
裕

：
そ
う
で
す

二
番
書
記
：
珍
し
い
で
す
ね
え
、
人
間
さ
ん
が
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
来
る
な
ん
て
、

事
務
長

：
お
茶
で
も
お
出
し
し
て
あ
げ
な
さ
い
。

四
番
書
記
：
あ
、
は
い
。
（
い
そ
い
そ
と
）

事
務
長

：
君
、
お
茶
は
ぬ
る
く
な
い
と
ダ
メ
だ
ぞ
、

四
番
書
記
：
え
？
あ
あ
、
猫
舌
と
い
う
こ
と
で
す
か
（
ハ
ケ
る
）

事
務
長

：
チ
キ
シ
ョ
、
あ
い
つ
、
俺
よ
り
先
に
ネ
タ
を
い
い
や
が
っ
た
。

一
番
書
記
：
友
達
が
こ
っ
ち
の
世
界
と
い
う
こ
と
は
、
な
ん
で
す
か
、
元
々
は
あ
っ
ち
の
世

界
に
い
た
と
。

正
裕

：
は
い
。

一
番
書
記
：
あ
な
た
、
こ
っ
ち
の
人
？

正
裕

：
は
い
。
ま
あ
、

二
番
書
記
：
い
つ
か
ら
？

正
裕

：
ま
だ
半
年
く
ら
い
し
か
経
っ
て
な
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。

事
務
長

：
あ
っ
ち
か
ら
こ
っ
ち
へ
来
る
の
は
、
何
で
す
か
、
何
か
あ
っ
た
と
か
、

正
裕

：
い
や
、
そ
の
、
僕
が
呼
ん
じ
ゃ
っ
た
み
た
い
で
、

事
務
長

：
呼
ん
じ
ゃ
っ
た
、
呼
ん
じ
ゃ
っ
た
の
？

正
裕

：
え
え
、
そ
の
、
僕
も
い
け
な
い
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
嬉
し
く
て
。

二
番
書
記
：
で
も
、
じ
ゃ
あ
、
プ
ラ
グ
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
、

正
裕

：
プ
ラ
グ
？

二
番
書
記
：
え
え
、
ま
あ
、
私
も
よ
く
は
知
ら
な
い
け
ど
も
、
あ
っ
ち
と
こ
っ
ち
を
つ
な
ぐ

プ
ラ
グ
が
あ
っ
て
、
た
ま
に
そ
れ
が
つ
な
が
っ
ち
ゃ
う
と
か
な
ん
と
か
か
ん
と

か
。

正
裕

：
そ
う
な
ん
で
す
か
、

一
番
書
記
：
あ
ん
た
よ
く
知
っ
て
る
ね
え
、

二
番
書
記
：
お
、
そ
れ
は
褒
め
て
る
の
？

一
番
書
記
：
少
し

二
番
書
記
：
サ
ン
キ
ュ
ー
サ
ン
キ
ュ
ー
。
た
だ
。
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事
務
長

：
た
だ
？

二
番
書
記
：
そ
れ
は
、
そ
の
、
少
し
や
ば
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

一
番
書
記
：
あ
、
そ
う
な
の
？

二
番
書
記
：
あ
ん
ま
り
歓
迎
さ
れ
な
い
で
す
よ
、
そ
う
い
う
の
。

で
も
、
あ
な
た
、
そ
ん
な
力
あ
る
っ
て
こ
と
は
、
ま
だ
こ
っ
ち
に
完
全
に
い

る
と
い
う
訳
で
も
な
さ
そ
う
で
す
ね
。

正
裕

：
そ
れ
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？

四
番
書
記
：
（
や
や
遮
り
）
失
礼
し
ま
す
。
ぬ
る
い
お
茶
で
す
。
（
コ
ッ
プ
を
渡
す
）

正
裕

：
あ
、
す
み
ま
せ
ん
。
（
飲
む
）

四
番
書
記
：
あ
の
・
・
、
ぬ
る
い
で
す
か
？

正
裕

：
あ
あ
、
十
分
ぬ
る
い
で
す
。

二
番
書
記
：
そ
れ
で
、
そ
の
お
友
達
は
？

正
裕

：
そ
れ
が
ど
こ
に
行
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。

一
番
書
記
：
ふ
～
む
、

二
番
書
記
：
こ
っ
ち
に
来
た
と
い
う
は
本
当
で
す
か
？

正
裕

：
本
当
で
す
。

二
番
書
記
：
な
ら
、
そ
れ
は
よ
け
い
に
困
り
ま
し
た
ね
え
。

事
務
長
は
、
い
つ
の
間
に
か
、
居
眠
り
を
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

四
番
書
記
：
あ
の
、
か
ま
猫
で
す
。

正
裕

：
あ
あ
、
す
み
ま
せ
ん
、
正
裕
と
い
い
ま
す
。

四
番
書
記
：
白
猫
さ
ん
、
虎
猫
さ
ん
、
あ
の
、
あ
っ
ち
で
寝
ち
ゃ
っ
た
の
が
事
務
長
で
す
。

一
番
書
記
：
白
猫
で
す
。

二
番
書
記
：
虎
猫
で
す
。

事
務
長

：
（
寝
言
）
お
母
さ
ん
、
も
う
そ
ん
な
に
食
べ
ら
れ
な
い
よ
、
ム
ニ
ャ
ム
ニ
ャ
、

四
番
書
記
：
あ
の
、
も
う
ち
ょ
っ
と
詳
し
く
聞
か
せ
て
も
ら
っ
て
も
い
い
で
す
か
？

正
裕

：
あ
、
そ
れ
は
も
う
。

一
番
書
記
：
あ
、
な
ん
だ
君
は
、
仕
事
を
横
取
り
し
て
、
ま
た
ま
た
点
数
稼
ご
う
と
・
・
・

ト
、
言
っ
て
る
内
に
、
仕
事
終
了
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。

事
務
長

：
（
伸
び
を
し
な
が
ら
）
あ
～
、
も
う
こ
ん
な
時
間
だ
。
さ
あ
、
今
日
の
仕
事
は

終
わ
り
だ
よ
～
ん
。
そ
う
だ
そ
う
だ
、
今
日
は
み
ん
な
で
、
み
ん
な
で
飲
み
に

行
く
ん
だ
っ
た
。

一
番
書
記
：
じ
ゃ
あ
、
行
き
ま
し
ょ
う
か
、

四
番
書
記
：
正
裕
さ
ん
の
お
話
は
。

二
番
書
記
：
組
合
が
ね
い
ろ
い
ろ
と
う
る
さ
い
ん
で
す
よ
。
就
業
時
間
に
関
し
て
は
。
申
し

訳
な
い
。

正
裕

：
は
あ
。

事
務
長

：
さ
あ
、
行
く
よ
、

四
番
書
記
：
あ
の
、
私
、
お
話
伺
っ
て
か
ら
、
行
き
ま
す
。
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二
番
書
記
：
お
ま
え
、
残
業
つ
け
る
な
よ
、

四
番
書
記
：
は
い
。

事
務
長

：
明
日
来
て
も
ら
っ
た
ら
良
い
じ
ゃ
な
い
か
。

四
番
書
記
：
い
や
、
そ
れ
も
あ
れ
で
す
か
ら
、

一
番
書
記
：
は
い
は
い
、
行
き
ま
す
よ
行
き
ま
す
よ
。

一
番
書
記
・
二
番
書
記
・
事
務
長
は
、
ハ
ケ
て
ゆ
く
。

（
３
）

四
番
書
記
：
あ
、
行
っ
ち
ゃ
っ
た
。

正
裕

：
い
い
ん
で
す
か
？
行
か
な
く
て
、

四
番
書
記
：
は
い
。
大
丈
夫
で
す
。
後
で
少
し
顔
は
出
す
つ
も
り
で
す
か
ら
。

正
裕

：
そ
う
で
す
か
。

四
番
書
記
：
す
み
ま
せ
ん
、
お
茶
出
し
て
た
り
し
て
た
も
ん
で
す
か
ら
、
き
ち
ん
と
お
話
聞

い
て
な
い
ん
で
す
が
。

正
裕

：
あ
の
、
僕
の
友
達
が
、
こ
っ
ち
に
来
ち
ゃ
っ
て
、

四
番
書
記
：
は
い

正
裕

：
あ
っ
ち
の
世
界
で
、
話
し
か
け
て
み
た
ら
、
な
ん
か
聞
こ
え
て
、
そ
れ
で
、
ち

ょ
っ
と
嬉
し
く
な
っ
て
、

四
番
書
記
：
こ
っ
ち
に
来
ら
れ
た
方
は
、
お
ひ
と
り
で
す
か
？

正
裕

：
い
え
、
二
人
で
す
。

四
番
書
記
：
男
性
？

正
裕

：
女
で
す
。
同
級
生
で
す
。

四
番
書
記
：
な
る
ほ
ど
。
で
、
そ
の
お
二
人
の
女
性
が
ど
こ
に
い
る
か
わ
か
ら
な
い
と
。

要
は
そ
う
い
う
こ
と
で
す
ね
。

正
裕

：
は
い
。

四
番
書
記
：
う
～
ん
、
な
る
ほ
ど
・
・
・
・
・
（
考
え
込
む
）

正
裕

：
（
窺
っ
て
い
る
）

四
番
書
記
：
す
る
と
、
そ
の
女
性
お
二
人
を
探
し
出
し
て
、
あ
っ
ち
の
世
界
に
戻
さ
な
い
と

い
け
な
い
と
い
う
訳
で
す
か
。

正
裕

：
・
・
・
大
変
な
こ
と
で
す
か
？

四
番
書
記
：
（
切
り
替
え
て
）
お
腹
、
空
き
ま
せ
ん
か
？

正
裕

：
い
え
、
あ
、
は
い
、
空
き
ま
し
た
。

四
番
書
記
：
一
緒
に
ご
飯
食
べ
ま
し
ょ
う
。
も
っ
と
詳
し
く
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

正
裕

：
あ
の
、
飲
み
会
は
？

四
番
書
記
：
ご
飯
食
べ
て
か
ら
で
大
丈
夫
で
す
。

正
裕
・
四
番
書
記
、
ハ
ケ
る
。

（
４

居
酒
屋
）

恭
子
と
久
美
、
や
っ
て
く
る
。
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か
な
り
お
疲
れ
の
よ
う
だ

久
美

：
あ
、
恭
子
、
あ
そ
こ
に
食
べ
物
屋
さ
ん
が
あ
る
！

恭
子

：
本
当
だ
、
お
腹
空
い
た
。

久
美

：
恭
子
、
お
金
持
っ
て
る
？

恭
子

：
２
０
０
０
円
く
ら
い
、

久
美

：
じ
ゃ
あ
、
食
べ
よ
う
、

恭
子

：
久
美
、
あ
ん
た
は
い
く
ら
持
っ
て
ん
の

久
美

：
５
０
０
円
く
ら
い
、

恭
子

：
少
な
っ
、

久
美

：
（
居
酒
屋
の
暖
簾
か
何
か
を
開
け
て
）
こ
ん
ば
ん
わ
～

恭
子

：
（
居
酒
屋
に
入
る
）

久
美

：
（
も
う
一
度
）
こ
ん
ば
ん
わ
～
、

恭
子

：
休
み
か
な
？

久
美

：
う
そ
～
、
も
う
、
あ
た
し
歩
け
な
い
よ
、

恭
子

：
そ
う
ね
、
か
な
り
歩
い
た
よ
ね
、

久
美

：
あ
の
さ
、
ど
う
し
て
さ
、
こ
う
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
？

恭
子

：
さ
あ
、

久
美

：
な
ん
か
さ
、
あ
た
し
悪
い
こ
と
し
た
？

恭
子

：
し
て
な
い
と
思
う
け
ど
、

久
美

：
じ
ゃ
さ
じ
ゃ
さ
、

恭
子

：
落
ち
着
き
な
っ
て
、

久
美

：
私
は
、
恭
子
み
た
い
に
冷
静
じ
ゃ
な
い
ん
だ
っ
て
、

恭
子

：
あ
た
し
だ
っ
て
、
冷
静
じ
ゃ
な
い
よ
、

久
美

：
だ
っ
て
、
だ
っ
て
よ
、
ゴ
ミ
箱
に
入
っ
た
ら
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
来
た
ん
だ
よ

ね
え
、
こ
れ
何
？
学
校
が
新
し
く
作
っ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
？

恭
子

：
そ
れ
だ
っ
た
ら
、
お
も
し
ろ
い
ん
だ
け
ど
ね
、

久
美

：
（
突
然
静
か
に
な
り
）
・
・
・
恭
子
、

恭
子

：
何
？

久
美

：
お
腹
空
い
た
あ
～

恭
子

：
誰
も
い
な
い
ね
、

ト
、

事
務
長
・
一
番
書
記
・
二
番
書
記
の
３
人
が
や
っ
て
く
る
。

一
番
書
記
：
（
暖
簾
を
分
け
て
）
こ
ん
ば
ん
わ
、

久
美
・
恭
子
：
！
！
、

二
番
書
記
：
今
日
、
や
っ
て
る
？

恭
子

：
・
・
誰
も
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
み
た
い
で
す
け
ど
、

一
番
書
記
：
（
遮
り
）
さ
あ
さ
あ
、
事
務
長
、
ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
、

事
務
長

：
な
か
な
か
の
お
店
だ
ね
え
、
さ
あ
、
何
飲
む
？

二
番
書
記
：
あ
、
事
務
長
！
お
店
に
ア
ル
バ
イ
ト
さ
ん
が
二
人
！
こ
ん
ば
ん
わ
！
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久
美

：
こ
ん
ば
ん
わ
（
と
、
つ
い
挨
拶
し
て
し
ま
う
）

恭
子

：
久
美
、

一
番
書
記
：
じ
ゃ
あ
ね
え
、
え
～
と
、
生
中
が
３
つ
に
、
枝
豆
と
、
ね
ぎ
ま
を
４
本
、
ア
ス

パ
ラ
ベ
ー
コ
ン

久
美

：
（
同
時
）
は
い
、
は
い

二
番
書
記
：
そ
れ
か
ら
、
砂
肝
バ
タ
ー
と
、
鮭
の
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
焼
き
、

久
美

：
は
い
、
よ
ろ
こ
ん
で
。

恭
子

：
久
美
、
何
や
っ
て
ん
の
よ

久
美

：
学
校
に
内
緒
で
居
酒
屋
の
バ
イ
ト
し
て
た
か
ら
、
つ
い
癖
で
。

事
務
長

：
す
み
ま
せ
～
ん

久
美

：
は
い
、
よ
ろ
こ
ん
で
。

恭
子

：
久
美
！

事
務
長

：
こ
の
、
ど
て
カ
ツ
と
い
う
の
は
何
？
ド
テ
っ
と
し
た
カ
ツ
？
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
、

久
美

：
（
愛
想
笑
い
）

事
務
長

：
笑
っ
て
る
よ
、
こ
の
子
、
い
い
ア
ル
バ
イ
ト
だ
ね
え
、

久
美

：
は
い
、
よ
ろ
こ
ん
で
。

恭
子

：
あ
の
、
あ
た
し
た
ち
、
ア
ル
バ
イ
ト
じ
ゃ
な
く
て
・
・

久
美

：
（
恭
子
を
引
っ
張
り
な
が
ら
）
い
い
か
ら
、
恭
子
。

恭
子

：
だ
っ
て
、

久
美

：
厨
房
は
い
っ
て
、
な
ん
か
食
べ
よ
う
。
お
店
の
人
来
た
ら
、
ち
ゃ
ん
と
説
明
す

れ
ば
い
い
じ
ゃ
ん

恭
子

：
だ
け
ど
、

久
美

：
恭
子
、
料
理
で
き
る
？

恭
子

：
え
？
う
ん
、

久
美

：
じ
ゃ
あ
、
砂
肝
バ
タ
ー
と
ね
ぎ
ま
お
願
い
ね
、

恭
子

：
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
よ
、

一
番
書
記
：
生
中
ま
だ
～

久
美

：
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
、
ま
も
な
く
。
よ
ろ
こ
ん
で
。

恭
子

：
そ
の
「
よ
ろ
こ
ん
で
」
っ
て
い
う
の
は
、
言
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
？

久
美

：
う
ん
、
な
ん
で
も
よ
ろ
こ
ん
で
。

恭
子

：
（
結
局
、
料
理
を
作
り
出
し
て
い
る
）
・
・
・
・
ね
え
、

久
美

：
（
ビ
ー
ル
を
注
い
で
い
る
）
・
・
・
何
？

恭
子

：
ど
う
し
て
、
こ
う
な
っ
ち
ゃ
た
ん
だ
ろ
う
？

久
美

：
そ
う
ね
、

恭
子

：
・
・
・
・
こ
ん
な
こ
と
し
て
る
場
合
じ
ゃ
な
い
よ
ね
。

久
美

：
・
・
・
そ
う
か
な
、
な
ん
か
楽
し
い
け
ど
、

恭
子

：
久
美
は
ね
。
お
店
の
人
来
な
い
の
か
な
？

久
美

：
早
く
作
ら
な
い
と
怒
ら
れ
る
よ
、
ま
た
、

恭
子

：
え
？
う
ん
、

ト
、
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事
務
長
・
一
番
書
記
・
二
番
書
記
：
カ
ン
パ
～
イ
！

久
美
・
恭
子
：
え
？

一
番
書
記
：
こ
の
ね
ぎ
ま
が
ね
、
な
ん
か
、
特
別
な
ネ
ギ
を
使
っ
て
る
ら
し
い
ん
で
す
け
ど

事
務
長

：
へ
え
え
、
あ
、
美
味
い
！

二
番
書
記
：
美
味
し
い
で
す
ね
、
こ
こ
。

一
番
書
記
：
だ
ろ
、
接
待
で
よ
く
使
う
ん
で
す
よ
、
こ
こ
。

事
務
長

：
何
、
接
待
っ
て
？

二
番
書
記
：
接
待
業
務
は
、
禁
止
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

一
番
書
記
：
え
？

事
務
長

：
（
に
ら
む
）
・
・
・
、
（
が
）
ま
、
い
い
や
、
美
味
し
い
か
ら
。

一
番
書
記
：
そ
う
で
す
よ
ね
え
、

二
番
書
記
：
事
務
長
に
カ
ン
パ
～
イ
、

事
務
長

：
君
、
酔
う
の
が
早
い
な
。

３
人
は
飲
ん
で
い
る
。

恭
子

：
も
う
出
来
て
る
・
・
。

久
美

：
あ
た
し
た
ち
、
ま
だ
作
っ
て
る
の
に
、

恭
子

：
ど
う
し
て
な
ん
だ
ろ
う
？

久
美

：
お
店
の
人
が
、
い
る
？

恭
子

：
だ
っ
て
、
厨
房
こ
こ
し
か
な
い
じ
ゃ
な
い
？

久
美

：
う
ん
。

恭
子

：
・
・
・
な
ん
か
不
思
議
な
世
界
だ
な
、

久
美

：
そ
だ
ね
、

恭
子

：
・
・
・
夢
な
の
か
な
、

久
美

：
絶
対
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
だ
っ
て
、
そ
う
だ
、
き
っ
と
そ
う
だ

恭
子

：
・
・
家
の
人
と
か
心
配
し
て
る
の
か
な
、

ト
、

四
番
書
記
が
正
裕
と
共
に
や
っ
て
く
る
。

四
番
書
記
：
こ
ん
ば
ん
わ
、
遅
く
な
り
ま
し
た
。

一
番
書
記
：
そ
う
だ
よ
、
遅
い
ん
だ
よ
。

正
裕

：
お
邪
魔
し
ま
す
。

事
務
長

：
あ
れ
、
さ
っ
き
の
！

二
番
書
記
：
お
ま
え
、
こ
れ
は
接
待
だ
ぞ
、

四
番
書
記
：
い
え
、
そ
ん
な
、

一
番
書
記
：
お
前
も
、
生
中
で
い
い
な
、

四
番
書
記
：
あ
、
は
い
。

一
番
書
記
：
正
裕
さ
ん
で
し
た
っ
け
？
ど
う
し
ま
す
？

正
裕

：
僕
は
未
成
年
な
の
で
、

一
番
書
記
：
じ
ゃ
あ
、
カ
ル
ピ
ス
に
し
な
さ
い
。
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正
裕

：
カ
ル
ピ
ス
？

二
番
書
記
：
こ
れ
は
接
待
で
す
。

四
番
書
記
：
す
み
ま
せ
ん
。

一
番
書
記
：
（
注
文
を
す
る
）
す
み
ま
せ
～
ん
、

恭
子

：
私
行
っ
て
来
る
。

久
美

：
よ
ろ
こ
ん
で
、
言
わ
な
き
ゃ
ダ
メ
だ
よ
。

恭
子

：
う
ん
、

恭
子
、
５
人
の
い
る
テ
ー
ブ
ル
へ
。

一
番
書
記
：
え
ー
と
ね
、
生
中
と
カ
ル
ピ
ス
。

恭
子

：
あ
！

正
裕

：
恭
子
、

恭
子

：
え
？
え
？
ど
う
い
う
こ
と
？

四
番
書
記
：
あ
の
？
も
し
か
し
て
、
お
探
し
に
な
っ
て
る
方
？

正
裕

：
は
い
。

恭
子

：
正
裕
、
ど
う
し
て
い
る
の
？

正
裕

：
い
や
、
う
ん
、
ご
無
沙
汰
。

事
務
長

：
な
ん
だ
、
万
事
解
決
か
？

正
裕

：
恭
子
、
久
美
は
？

恭
子

：
う
ん
、
え
？
、
あ
、
久
美
、
久
美
！

久
美
も
や
っ
て
く
る
。

久
美

：
は
～
い
、
よ
ろ
こ
ん
で
。
あ
、
正
裕
。

正
裕

：
よ
っ
！

久
美

：
・
・
・
・
、
あ
の
さ
、
正
裕
。

正
裕

：
な
に
？

久
美

：
な
ん
で
、
あ
ん
た
こ
こ
に
い
る
の
よ
、

正
裕

：
う
ん
、

久
美

：
と
い
う
か
、
あ
た
し
た
ち
が
ど
う
し
て
こ
こ
に
い
る
の
よ
、

こ
こ
ど
こ
よ
、
何
な
の
よ
、
一
体
ど
う
い
う
こ
と
？

説
明
し
て
よ
。

正
裕

：
ま
あ
、
そ
う
カ
ッ
カ
し
な
さ
ん
な
。

久
美

：
カ
ッ
カ
し
た
く
な
る
で
し
ょ
う
が
、

恭
子

：
（
遮
り
）
そ
の
言
葉
、
前
に
も
聞
い
た
。

正
裕

：
や
っ
ぱ
り
聞
こ
え
た
の
か
？

恭
子

：
・
・
う
ん
、

正
裕

：
そ
う
か
あ
、
恭
子
に
は
聞
こ
え
た
ん
だ
な
。

久
美

：
ね
え
、
こ
こ
は
ど
こ
な
の
？

正
裕

：
あ
の
世
、
み
た
い
な
も
ん
だ
よ

久
美

：
え
え
！
じ
ゃ
あ
あ
た
し
と
恭
子
は
死
ん
じ
ゃ
っ
た
の
？
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正
裕

：
そ
の
な
ん
と
い
う
か
、
ど
う
い
う
か
、
そ
の
、
俺
も
実
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ

た
り
す
る
ん
だ
よ
ね

久
美

：
ち
ょ
っ
と
ち
ゃ
ん
と
説
明
し
て
よ
ね
、

正
裕

：
あ
の
、
ど
う
説
明
す
れ
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
？

四
番
書
記
：
あ
、
私
で
す
か
？
い
や
あ
、
そ
の
、
ど
う
説
明
し
ま
し
ょ
う
？

一
番
書
記
：
要
は
正
裕
さ
ん
が
、
こ
の
世
界
に
来
ち
ゃ
っ
た
っ
て
こ
と
だ
。
で
、
君
た
ち
ア

ル
バ
イ
ト
も
、
そ
う
な
っ
ち
ゃ
っ
た
っ
て
こ
と
だ
。
う
ん
。

恭
子

：
ア
ル
バ
イ
ト
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。

二
番
書
記
：
え
え
！
そ
う
な
の
？

一
番
書
記
：
し
ょ
ー
が
ね
ー
な
ー
。
じ
ゃ
あ
、
た
ま
に
は
勤
務
外
で
仕
事
を
す
る
か
。

二
番
書
記
：
特
別
に
。

事
務
長

：
（
コ
ホ
ン
）
う
ん
、
つ
ま
り
だ
・
・
、

二
番
書
記
：
（
遮
り
）
ま
あ
、
本
当
は
、
正
裕
さ
ん
は
あ
っ
ち
に
い
な
い
と
ダ
メ
で
、
あ
な

た
達
は
こ
っ
ち
に
い
な
い
と
ダ
メ
な
の
。
で
、
こ
の
世
界
は
あ
っ
ち
で
も
、
こ

っ
ち
で
も
な
い
。
で
だ
、
正
裕
さ
ん
は
あ
っ
ち
に
ま
だ
辿
り
着
い
て
な
い
ん
だ
。

だ
か
ら
、
こ
ん
な
、
我
々
猫
の
世
界
に
来
る
な
ん
て
言
う
変
な
こ
と
が
起
こ

る
。

久
美

：
も
う
、
訳
わ
か
ん
な
い
。

事
務
長

：
（
改
め
て
、
コ
ホ
ン
）
つ
ま
り
だ
、
世
界
と
い
う
の
は
・
・

一
番
書
記
：
（
遮
り
）
つ
ま
り
世
界
と
い
う
の
は
意
識
の
問
題
で
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
ね
、
そ
れ
を
本
来
定
義
づ
け
て
も
し
よ
う
が
な
い
ん
で
す
よ
。

恭
子

：
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？

一
番
書
記
：
「
こ
こ
は
ど
こ
？
」
と
い
う
の
を
、
あ
な
た
た
ち
は
住
所
と
い
う
も
の
で
や
る

よ
ね
。

恭
子

：
は
い
。

久
美

：
当
た
り
前
じ
ゃ
ん
。

一
番
書
記
：
天
の
川
の
中
の
星
の
ど
こ
か
な
ん
だ
け
ど
、
そ
の
天
の
川
と
い
う
の
は
、
も
っ

と
大
き
な
銀
河
系
の
中
に
あ
り
、
そ
の
銀
河
系
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
る
。

大
き
く
み
れ
ば
「
銀
河
系
の
ど
こ
か
の
星
の
な
ん
と
か
い
う
住
所
」
に
な
る

だ
け
で
、
つ
ま
り
そ
れ
は
「
ど
こ
」
と
い
う
の
を
定
義
し
た
と
こ
ろ
で
本
来

は
意
味
を
な
さ
な
い
。
暫
定
で
し
ょ
、

正
裕

：
う
ん
、

久
美

：
話
が
大
き
い
よ
、

恭
子

：
つ
き
つ
め
れ
ば
、
「
ど
こ
」
な
ん
て
わ
か
ら
な
い
っ
て
こ
と
？

一
番
書
記
：
そ
の
通
り
。

二
番
書
記
：
時
間
だ
っ
て
同
じ
で
し
ょ
、「
い
つ
」
と
い
う
の
を
つ
き
つ
め
れ
ば
、
そ
れ
は
、

天
体
の
始
ま
り
に
行
き
着
く
と
か
い
う
け
ど
、

正
裕

：
ビ
ッ
グ
バ
ン
。

四
番
書
記
：
そ
う
い
う
み
た
い
で
す
ね
。

二
番
書
記
：
で
も
、
そ
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
？
そ
れ
以
前
に
も
時
間
は
あ
る
と
考
え
る
の
が
、

意
識
と
い
う
や
つ
だ
よ
。

事
務
長

：
（
か
な
り
が
ん
ば
っ
て
コ
ホ
ン
）
つ
ま
り
だ
・
・
、
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一
番
書
記
：
（
遮
り
）
つ
ま
り
、
こ
こ
が
ど
こ
と
か
、
今
い
つ
な
ん
て
の
は
、
問
う
て
も
無

駄
、
愚
問
だ
と
言
い
た
い
わ
け
だ
。
ま
あ
、
冷
た
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
ね
。

久
美

：
じ
ゃ
あ
、
あ
た
し
や
恭
子
は
？

事
務
長

：
意
識
の
世
界
に
い
る
と
で
も
、
言
え
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
？

お
、
や
っ
と
言
え
た
。

恭
子

：
意
識
の
世
界
・
・
・

二
番
書
記
：
た
だ
、
で
す
よ
。

正
裕

：
た
だ
？

二
番
書
記
：
こ
の
ま
ま
だ
と
、
い
け
な
い
。
正
裕
さ
ん
は
、
あ
っ
ち
に
行
か
な
き
ゃ
い
け
な

い
。

正
裕

：
・
・
・

四
番
書
記
：
上
手
く
言
葉
が
見
つ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
正
裕
さ
ん
は
、
死
ん
だ
と
い
う
こ

と
で
す

二
番
書
記
：
死
ぬ
？
う
ん
、
そ
れ
も
少
し
違
う
け
ど
、
そ
う
し
よ
う
。
そ
の
方
が
話
が
分
か

り
や
す
い
。
要
は
、
存
在
と
し
て
、
あ
な
た
方
と
正
裕
君
は
会
っ
ち
ゃ
い
け
な

い
。
だ
け
ど
、
な
ん
だ
か
会
っ
ち
ゃ
っ
た
。

正
裕

：
は
い

二
番
書
記
：
君
が
、
こ
っ
ち
の
世
界
に
繋
が
り
を
持
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
は
だ
。

つ
ま
り
、
君
は
ま
だ
完
全
に
死
ん
だ
と
は
言
え
な
い
の
。

事
務
長

：
こ
れ
は
困
っ
た
ニ
ャ
ー
、

一
番
書
記
：
な
ん
で
す
か
、
突
然
猫
声
出
し
て
、

事
務
長

：
い
や
、
な
ん
と
な
く
、
（
冷
た
い
視
線
を
感
じ
て
）
・
・
ご
め
ん
な
さ
い
。

一
番
書
記
：
だ
か
ら
、
仏
教
と
か
で
言
う
で
し
ょ
、
成
仏
っ
て
奴
、

二
番
書
記
：
で
も
そ
れ
は
、
あ
な
た
に
何
か
あ
る
か
ら
、
そ
う
な
っ
ち
ゃ
う
と
い
う
こ
と
で

す
よ
。

正
裕

：
僕
が
で
す
か
？

四
番
書
記
：
そ
う
な
り
ま
す
。

久
美

：
ど
う
い
う
こ
と
？

恭
子

：
う
ん
、

正
裕

：
・
・
・
・
、

久
美

：
あ
の
、
い
い
で
す
か
？

事
務
長

：
（
汚
名
返
上
）
ど
う
ぞ
！

久
美

：
あ
の
、
正
裕
さ
、

正
裕

：
う
ん
、

久
美

：
な
ん
で
死
ん
だ
の
？

正
裕

：
え
？

久
美

：
な
ん
で
あ
ん
な
に
雨
が
降
っ
て
る
日
に
川
べ
り
な
ん
か
い
た
の
？

正
裕

：
う
ん
。

恭
子

：
・
・
・
・
、
正
裕
、
ど
う
し
て
？

正
裕

：
・
・
・
・
う
ん
、

事
務
長

：
微
妙
だ
ね
、
答
え
に
く
い
。

一
番
書
記
：
な
ん
で
な
の
、
正
裕
さ
ん
、
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正
裕

：
・
・
・
・
ど
こ
か
ら
話
せ
ば
い
い
の
か
、

恭
子

：
・
・
な
に
か
あ
る
の
？

正
裕

：
い
や
、
僕
が
い
け
な
い
ん
だ
、
つ
い
足
を
す
べ
ら
せ
た
ん
だ
。

四
番
書
記
：
・
・
・
そ
れ
は
違
う
と
思
い
ま
す
。

二
番
書
記
：
お
い
、
そ
れ
は
職
権
乱
用
だ
。

四
番
書
記
：
で
も
、

恭
子

：
違
う
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？

事
務
長

：
そ
れ
は
、
正
裕
さ
ん
が
正
直
に
話
す
こ
と
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と

だ
よ
、

久
美

：
ね
え
、
正
裕
、

恭
子

：
あ
た
し
も
、
久
美
も
、
み
ん
な
、
何
で
か
知
り
た
い
ん
だ
よ
。

久
美

：
（
う
な
ず
く
）

正
裕

：
・
・
・
・
、

恭
子

：
何
で
な
の
？

正
裕

：
・
・
・
・
・
・
、

雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ

風
ニ
モ
マ
ケ
ズ

雪
ニ
モ
夏
ノ
暑
サ
ニ
モ
マ
ケ
ヌ

丈
夫
な
カ
ラ
ダ
ヲ
モ
チ

欲
ハ
ナ
ク

決
シ
テ
イ
カ
ラ
ズ

イ
ツ
モ
シ
ズ
カ
ニ
ワ
ラ
ッ
テ
イ
ル

い
つ
の
間
に
か
、
事
務
長
・
一
番
二
番
四
番
書
記
は
い
な
く
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
ま
た
、
教
室
に
戻
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
も
し
て
。

（
５
）

恭
子

：
・
・
・
・
、
賢
治
だ
ね
、

正
裕

：
う
ん
、

恭
子

：
・
・
・
・
、

久
美

：
・
・
・
・
・
・
、

正
裕

：
な
ん
か
、
俺
が
こ
ん
な
こ
と
し
な
か
っ
た
ら
、

久
美

：
そ
う
だ
よ
、

恭
子

：
ね
え
、
い
つ
も
私
た
ち
の
近
く
に
い
た
の
？

正
裕

：
う
ん
、
時
々
だ
け
ど
。

恭
子

：
ふ
～
ん
、

久
美

：
着
替
え
と
か
見
て
た
の
？

正
裕

：
見
な
い
よ
、

久
美

：
見
よ
う
と
思
え
ば
見
え
る
の
？

正
裕

：
出
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、

久
美

：
ち
ょ
っ
と
、

正
裕

：
だ
か
ら
見
て
な
い
っ
て
、
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恭
子

：
・
・
・
・
・
、

正
裕

：
俺
さ
、
忘
れ
ら
れ
る
の
が
怖
い
ん
だ
っ
て
。

久
美

：
？

正
裕

：
な
ん
か
、
変
な
風
に
死
ん
じ
ゃ
っ
た
け
ど
さ
、
彼
女
も
で
き
な
か
っ
た
し
、
や

り
た
い
こ
と
一
杯
出
来
な
か
っ
た
け
ど
、

恭
子

：
悔
し
い
？

正
裕

：
最
初
は
。
す
げ
え
悔
し
か
っ
た
。

お
前
ら
ち
ゃ
ん
と
し
ろ
よ
と
か
思
っ
て
た
。

だ
け
ど
さ
、
そ
れ
以
上
に
さ
、
み
ん
な
少
し
ず
つ
俺
の
こ
と
忘
れ
て
ゆ
く
ん

だ
。

今
、
駅
前
が
工
事
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

久
美

：
う
ん
、

正
裕

：
工
事
の
前
、
何
が
立
っ
て
た
か
憶
え
て
い
る
か
？

恭
子

：
え
？

久
美

：
・
・
・
な
ん
だ
っ
け
？

正
裕

：
お
好
み
焼
き
屋
だ
よ
、

久
美

：
そ
う
だ
。

正
裕

：
み
ん
な
忘
れ
て
ゆ
く
ん
だ
。
・
・
俺
の
こ
と
も
。

恭
子

：
そ
ん
な
こ
と
な
い
よ
、

久
美

：
そ
う
だ
よ
。

正
裕

：
・
・
・
・
・
・
、

雨
の
音
が
聞
こ
え
る
。

叩
き
つ
け
る
よ
う
な
雨
、
豪
雨
だ
。

川
は
濁
流
の
よ
う
に
流
れ
て
い
る
。

久
美

：
雨
だ
、

恭
子

：
・
・
・
・
、

正
裕
、
ど
こ
か
へ
走
り
出
す
。

恭
子

：
正
裕
！
ど
こ
い
く
の
！

恭
子
、
追
お
う
と
す
る
が
、

久
美

：
あ
の
日
の
雨
だ
。

恭
子

：
あ
の
日
？

久
美

：
た
ぶ
ん
、
そ
う
だ
よ
、
う
ん
、
絶
対
そ
う
だ
。
正
裕
が
死
ん
だ
日
の
雨
だ
。

恭
子

：
久
美
！

久
美

：
う
ん
、

恭
子
・
久
美
、
正
裕
の
後
を
追
う
。
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暗
転

（
６

あ
の
日
）

雨
の
音
は
さ
ら
に
大
き
く
な
り
、

川
の
濁
流
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

雨
合
羽
を
着
た
男
た
ち
が
や
っ
て
く
る
。

事
務
長
→
捜
索
隊
１

一
番
書
記
→
捜
索
隊
２

二
番
書
記
→
捜
索
隊
３

捜
索
隊
１
：
ど
う
だ
？

捜
索
隊
２
：
全
く
ダ
メ
で
す

捜
索
隊
３
：
こ
の
流
れ
じ
ゃ
見
つ
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

捜
索
隊
１
：
あ
き
ら
め
る
な
、
俺
は
も
う
ち
ょ
っ
と
下
流
の
方
に
行
っ
て
み
る
。

捜
索
隊
２
：
応
援
呼
び
ま
し
ょ
う
か
？

捜
索
隊
１
：
そ
う
し
よ
う
、
く
れ
ぐ
れ
も
無
茶
は
す
る
な
よ
、

捜
索
隊
３
：
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
へ
、
四
番
書
記
→
捜
索
隊
４
が
現
れ
る
。

子
供
用
の
小
さ
な
傘
を
持
っ
て
い
る
。

捜
索
隊
４
：
あ
っ
ち
で
、
あ
っ
ち
で
、
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
っ
た
女
の
子
を
発
見
し
ま
し
た
、

捜
索
隊
１
：
本
当
か
？

走
り
込
ん
で
く
る
、
正
裕

恭
子
と
久
美
も
後
か
ら
や
っ
て
く
る
。

正
裕

：
・
・
・
・
、

恭
子

：
は
あ
は
あ
。
正
裕
、
こ
こ
は
。

久
美

：
は
あ
は
あ
、
川
。

正
裕

：
俺
の
生
き
て
た
最
後
の
場
所

捜
索
隊
２
：
無
事
、
無
事
な
の
か
？

捜
索
隊
３
：
ケ
ガ
は
？

捜
索
隊
４
：
擦
過
傷
が
何
カ
所
か
あ
り
ま
す
が
、
意
識
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

奇
跡
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

捜
索
隊
１
：
よ
か
っ
た
。

捜
索
隊
２
：
よ
し
。
と
り
あ
え
ず
、
よ
か
っ
た
。
連
絡
し
よ
う
、
無
事
発
見
と
。

捜
索
隊
３
：
連
絡
し
ま
す
。

捜
索
隊
１
：
女
の
子
の
両
親
は
？

捜
索
隊
４
：
向
か
わ
せ
て
ま
す
。
救
急
車
も
ま
も
な
く
、
た
だ
、

捜
索
隊
３
：
た
だ
、
ど
う
し
た
？

捜
索
隊
４
：
女
の
子
が
「
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
は
会
い
た
く
な
い
」
と
。

捜
索
隊
２
：
ど
う
し
て
？
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捜
索
隊
４
：
わ
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
あ
そ
こ
の
橋
の
上
で
、
そ
の
女
の
子
の
も
の
と
思
わ

れ
る
傘
が
。

捜
索
隊
３
：
川
べ
り
じ
ゃ
な
く
て
か
？

捜
索
隊
４
：
は
い
。

捜
索
隊
１
：
ど
う
い
う
こ
と
だ
。

捜
索
隊
２
：
落
ち
た
の
か
？
橋
か
ら
？
ど
う
や
っ
て
欄
干
を
乗
り
越
え
る
ん
だ
、
女
の
子
の

年
齢
は
？

捜
索
隊
４
：
３
歳
で
す
。

捜
索
隊
２
：
そ
れ
は
無
理
だ
ろ
う
。
あ
の
高
さ
は
、

捜
索
隊
３
：
あ
！
（
４
を
見
る
）

捜
索
隊
４
：
・
・
・
・
落
と
し
た
ん
で
し
ょ
う
か
？
誰
か
が
？

捜
索
隊
３
：
ま
さ
か
、
・
・
・
女
の
子
の
親
が
、

捜
索
隊
２
：
・
・
・
・
・
、

捜
索
隊
４
：
考
え
た
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
者
か
が
女
の
子
を
落
と
し
た
と
考
え
な
き
ゃ
い

け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
？

捜
索
隊
３
：
両
親
が
落
と
し
た
の
か
？

捜
索
隊
４
：
考
え
た
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

そ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
会
い
た
く
な
い
な
ん
て
、
言

い
ま
す
か
？

捜
索
隊
１
：
・
・
・
・
・
・
・
・
、

捜
索
隊
２
：
・
・
・
・
、

捜
索
隊
１
：
あ
ん
な
ち
い
ち
ゃ
な
女
の
子
が
、
こ
の
川
の
流
れ
で
、
自
力
で
岸
辺
に
た
ど
り

着
い
た
と
は
と
て
も
思
え
ん
な
。

捜
索
隊
２
：
そ
れ
は
言
え
ま
す
ね

捜
索
隊
４
：
女
の
子
に
聞
い
て
み
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
が
・
・
・
・
、
答
え
ら
れ
る
か
ど

う
か
・
・
・
、
あ
の
、
誰
か
が
助
け
た
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
し
ょ
う
か
？

捜
索
隊
１
：
可
能
性
は
十
分
あ
る
ぞ
。

捜
索
隊
２
：
し
か
し
、
こ
の
流
れ
で
は
・
・

捜
索
隊
４
：
と
に
か
く
探
し
ま
し
ょ
う
、
い
や
、
き
っ
と
女
の
子
を
助
け
た
人
が
い
る
は
ず

で
す
。

捜
索
隊
１
：
よ
し
、
下
流
域
か
ら
河
口
付
近
を
中
心
に
捜
索
し
よ
う
、
と
に
か
く
急
ご
う
、

時
間
が
な
い
。
・
・
・
・
・
、
お
い
、

捜
索
隊
４
：
は
い
。

捜
索
隊
１
：
今
の
、
女
の
子
が
な
ぜ
落
ち
た
の
か
の
話
、
・
・
・
・
・
。
ま
ず
い
だ
ろ
う
。

そ
の
傘
を
川
に
投
げ
込
め
。

捜
索
隊
４
：
い
や
、
そ
れ
は
。

捜
索
隊
１
：
私
が
そ
の
傘
を
預
か
る
（
と
、
傘
を
奪
う
）

と
に
か
く
み
ん
な
急
ぐ
ん
だ
。

捜
索
隊
４
は
、
２
・
３
に
引
っ
張
ら
れ
る
形
で
、
探
し
に
ゆ
く
。

捜
索
隊
１
、
傘
を
じ
っ
と
見
て
、
川
の
流
れ
に
投
げ
て
捨
て
る
。

川
の
音
。
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雨
の
音
。

フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト

正
裕

：
次
の
日
の
朝
、
俺
は
川
か
ら
２
０
キ
ロ
離
れ
た
、
河
口
で
浮
か
ん
で
い
る
の
が

見
つ
か
っ
た
。

恭
子

：
・
・
・
・
・
・
、
本
当
な
の
？

正
裕

：
・
・
・
う
ん
、
一
応
。

久
美

：
女
の
子
を
助
け
た
の
は
、
正
裕
？

正
裕

：
自
転
車
で
帰
っ
て
た
ん
だ
。
橋
の
近
く
で
、
女
の
子
が
、
う
ん
、

久
美

：
落
ち
る
の
を
見
た
の
？

正
裕

：
・
・
・
・
う
ん
、

恭
子

：
女
の
子
の
親
が
落
と
し
た
の
？

正
裕

：
・
・
・
・
女
の
子
が
落
ち
た
の
を
助
け
る
の
で
精
一
杯
だ
っ
た
。

久
美

：
で
も
、
こ
れ
っ
て
、

正
裕

：
う
ん
、

恭
子

：
こ
ん
な
こ
と
。
・
・
そ
う
だ
っ
た
の
？

正
裕

：
・
・
・
・
・
、

恭
子

：
女
の
子
は
？

正
裕

：
う
ん

ト
、

捜
索
隊
１
と
４
の
声
し
か
聞
こ
え
な
い

（
ま
た
は
シ
ル
エ
ッ
ト
な
ど
）
で
話
し
て
い
る

（
７
）

捜
索
隊
４
：
な
ん
で
す
か
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
、
話
っ
て
。

捜
索
隊
１
：
こ
こ
じ
ゃ
な
い
と
話
せ
な
い
ん
だ
よ
。

こ
の
間
の
、
川
で
助
か
っ
た
女
の
子
な
、

捜
索
隊
４
：
は
い
、

捜
索
隊
１
：
・
・
・
・
死
ん
だ
よ
、

捜
索
隊
４
：
死
ん
だ
？

捜
索
隊
１
：
一
家
揃
っ
て
無
理
心
中
だ
。

捜
索
隊
４
：
え
？

捜
索
隊
１
：
車
で
海
に
ド
ボ
ン
。
・
・
・
・
や
り
き
れ
な
い
よ
。

間

正
裕

：
・
・
・
、
俺
、
何
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
。

恭
子

：
本
当
な
の
？

正
裕

：
知
ら
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
ん
だ
け
ど
な
、
俺
、
知
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
。

久
美

：
・
・
・
・
・
、

恭
子

：
何
で
知
っ
た
の
？

正
裕

：
女
の
子
と
両
親
が
俺
の
と
こ
ろ
に
謝
り
に
来
た
ん
だ
よ
。
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あ
の
人
た
ち
も
、
俺
と
同
じ
世
界
に
来
た
わ
け
だ
か
ら
。

（
空
元
気
に
）
な
ん
か
さ
あ
、
人
助
け
し
た
ん
だ
ぜ
、
俺
。

で
も
さ
、
な
ん
か
、
こ
れ
、
む
な
し
い
じ
ゃ
な
い
。

受
け
入
れ
ろ
っ
て
い
わ
れ
て
も
さ
、
そ
ん
な
の
ち
ょ
っ
と
、

ち
ょ
っ
と
き
つ
く
な
い
？

恭
子

：
・
・
・
う
ん
。

久
美

：
・
・
・
・
・
、
助
け
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
、
そ
ん
な
家
族
。

じ
ゃ
あ
、
正
裕
今
も
生
き
て
た
じ
ゃ
な
い
。

正
裕

：
そ
ん
な
の
見
て
み
ぬ
ふ
り
し
て
、
生
き
て
る
方
が
辛
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
よ

久
美

：
・
・
・
・
、
あ
ん
た
ら
し
い
わ
。

正
裕

：
な
ん
か
、
誰
か
に
そ
れ
を
わ
か
っ
て
欲
し
か
っ
た
の
か
な
、
そ
れ
が
ど
う
し
て

も
伝
え
た
か
っ
た
の
か
な
？

恭
子

：
・
・
、

正
裕

：
う
ん
、
な
ん
と
な
く
わ
か
っ
た
よ
。
俺
、
全
然
、
お
前
ら
に
こ
れ
伝
え
て
も
、

す
っ
き
り
し
な
い
。

久
美

：
ダ
メ
じ
ゃ
ん

正
裕

：
す
っ
き
り
し
な
い
ん
だ
よ
、
い
つ
ま
で
も
、
た
ぶ
ん
。

恭
子

：
う
ん
、

正
裕

：
そ
れ
が
わ
か
っ
た
。
う
ん
、
解
決
な
ん
て
す
る
は
ず
な
い
ん
だ
。

ど
こ
か
で
、
機
関
車
の
汽
笛
が
聞
こ
え
る
。

３
人
そ
ち
ら
の
方
を
見
る
。

恭
子

：
・
・
・
・
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
だ
ね
。

久
美

：
・
・
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
？

恭
子

：
う
ん
、
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
で
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
と
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
は
銀
河
を
旅

す
る
。
世
界
に
戻
る
と
、
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
は
、
川
に
落
ち
た
ザ
ネ
リ
を
助
け
て
、

も
う
こ
の
世
に
は
い
な
か
っ
た
。

正
裕

：
・
・
・
・
、

恭
子

：
「
け
れ
ど
も
ほ
ん
と
う
の
さ
い
わ
い
は
一
体
な
ん
だ
ろ
う
」

正
裕

：
「
僕
わ
か
ら
な
い
」

恭
子

：
「
き
っ
と
み
ん
な
の
ほ
ん
と
う
の
さ
い
わ
い
を
探
し
に
行
く
。
ど
こ
ま
で
も
ど

こ
ま
で
も
」

正
裕

：
「
あ
あ
、
き
っ
と
ゆ
く
よ
」

四
番
書
記
が
や
っ
て
く
る
。

四
番
書
記
：
正
裕
さ
ん

正
裕

：
あ
の
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

四
番
書
記
：
私
は
、
明
日
こ
っ
て
り
怒
ら
れ
そ
う
で
す
。
か
な
り
無
茶
を
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
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正
裕

：
で
も
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

四
番
書
記
：
・
・
・
お
二
人
は
、
ま
も
な
く
や
っ
て
く
る
汽
車
に
乗
っ
て
く
だ
さ
い
。

久
美

：
・
・

恭
子

：
・
・
・
、
正
裕
、

正
裕

：
あ
り
が
と
う
。
な
ん
か
、
俺
の
勝
手
で
、

恭
子

：
が
ん
ば
っ
て
ね
、

正
裕

：
頑
張
る
よ
、
死
ん
で
る
の
に
頑
張
る
よ
、

久
美

：
変
な
の

正
裕

：
お
前
ら
も
が
ん
ば
れ
よ
、

四
番
書
記
：
・
・
・
・
・
・
、
ま
も
な
く
、
来
ま
す
か
ら
、

正
裕

：
久
美
、

久
美

：
何
？

正
裕

：
お
前
、
毛
糸
の
パ
ン
ツ
と
か
履
く
な
よ
な
、

久
美

：
え
？
何
で
知
っ
て
る
の
？
あ
、
お
前
や
っ
ぱ
り
着
替
え
見
た
ん
だ
な
。

正
裕

：
一
回
だ
け
、
一
回
だ
け
見
た
ん
だ
よ
、
ご
め
ん
ご
め
ん
。

久
美

：
も
う
こ
い
つ
信
じ
ら
れ
な
い
。

正
裕

：
そ
う
カ
ッ
カ
し
な
さ
ん
な
、

恭
子

：
・
・
・
・
、
憶
え
て
る
か
ら
私
。

正
裕

：
え
？

恭
子

：
私
も
、
久
美
も
、
み
ん
な
も
忘
れ
な
い
か
ら
。
う
ん
、

正
裕

：
・
・
・
、
あ
り
が
と
う
。汽

車
が
近
づ
く
。

四
番
書
記
：
さ
、
早
く
乗
っ
て
く
だ
さ
い
。

恭
子
・
久
美
、
四
番
書
記
・
正
裕
の
距
離
は
遠
く
な
っ
て
ゆ
く
。

暗
転

汽
車
は
汽
笛
を
あ
げ
て
走
り
去
っ
て
ゆ
く
。

（
８

教
室
）

明
か
り
が
つ
く
。

教
室
に
恭
子
と
久
美
が
入
っ
て
く
る
。

久
美

：
な
ん
か
難
し
く
な
か
っ
た
？

恭
子

：
テ
ス
ト
？

久
美

：
う
ん

恭
子

：
優
し
い
テ
ス
ト
に
私
は
出
会
っ
て
み
た
い
。
テ
ス
ト
は
難
し
い
も
の
で
す
。

久
美

：
言
え
ま
す
な

恭
子

：
何
か
ら
行
く
？

久
美

：
解
け
た
な
あ
っ
て
感
じ
た
の
は
？
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恭
子

：
国
語
、

久
美

：
あ
、
あ
た
し
も
、

恭
子

：
よ
し
、
や
ろ
う
か
。

久
美

：
う
ん
、
国
語
国
語
国
語
と
。
は
い
。
行
き
ま
す
。
１
番
、
問
い
の
１
、
漢
字
ね
。

ま
あ
、
こ
れ
は
自
分
で
見
て
も
ら
っ
て
、

恭
子

：
は
い
は
い
、
漢
字
は
大
丈
夫
と
思
う
。

久
美

：
じ
ゃ
、
次
、
問
二
。
Ａ
が
「
ハ
」

恭
子

：
お
お
（
と
、
自
分
の
問
題
用
紙
に
ペ
ン
で
マ
ル
を
付
け
る
）

久
美

：
Ｂ
、
「
ロ
」

恭
子

：
う
ん
（
再
び
、
マ
ル
を
付
け
る
）

久
美

：
Ｃ
、
「
イ
」

恭
子

：
や
る
ね
え
、
あ
た
し
。
久
美
の
は
？
（
久
美
の
問
題
用
紙
を
見
て
）
あ
、
Ｂ
が

違
う
。

久
美

：
Ｄ
、
「
ニ
」

恭
子

：
「
ニ
」
？
、
「
ハ
」
じ
ゃ
な
く
て
？

久
美

：
う
ん
、
「
ニ
」
。

恭
子

：
あ
あ
、
ど
う
し
て
え
、
「
ハ
」
じ
ゃ
な
い
の
か
あ
、

久
美

：
「
ニ
」
で
す
な
、

恭
子

：
「
ニ
」
か
あ
、

久
美

：
続
い
て
、
問
三
。

恭
子

：
・
・
・
・
、
（
ぼ
ん
や
り
し
て
る
）

久
美

：
ど
う
し
た
の
？

恭
子

：
ん
？
、
い
や
い
や
、

久
美

：
続
い
て
、
問
い
の
三
、
６
０
字
で
書
き
な
さ
い
。

恭
子

：
は
い
は
い
、

久
美

：
行
き
ま
す
ぜ
。
・
・
「
理
想
の
世
界
を
求
め
よ
う
と
し
た
宮
沢
賢
治
の
作
品
群

が
、
現
在
で
も
読
み
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
事
は
、
生
き
る
事
に
お
い
て
教
唆

を
与
え
る
と
い
う
事
」

５
９
字
。

恭
子

：
・
・
・
・
・
（
再
び
ぼ
ん
や
り
し
て
る
）
、

久
美

：
間
違
っ
て
た
？
こ
う
い
う
の
っ
て
さ
あ
、
ど
う
答
え
合
わ
せ
し
て
い
い
か
わ
か

ん
な
い
よ
ね
え
。

恭
子

：
問
題
文
が
、
宮
沢
賢
治
の
話
だ
っ
た
じ
ゃ
な
い
？

久
美

：
う
ん
、
そ
だ
ね

恭
子

：
あ
め
ゆ
じ
ゅ
と
て
ち
て
け
ん
じ
ゃ

久
美

：
何
そ
れ
？

恭
子

：
詩
で
あ
る
ん
だ
っ
て
、
「
あ
め
ゆ
じ
ゅ
と
て
ち
て
け
ん
じ
ゃ
」

久
美

：
ふ
～
ん
、

恭
子

：
妹
を
亡
く
し
た
宮
沢
賢
治
が
書
い
た
詩
。

久
美

：
よ
く
知
っ
て
る
ね
、

恭
子

：
正
裕
に
さ
、
教
え
て
も
ら
っ
た
。

久
美

：
正
裕
？
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恭
子

：
う
ん
。
正
裕
っ
て
、
宮
沢
賢
治
好
き
だ
っ
た
ん
だ
よ
ね
、

久
美

：
ん
？

恭
子

：
正
裕
。
宮
沢
賢
治
。

久
美

：
そ
う
だ
っ
た
の
？
へ
え
え
。

恭
子

：
う
ん
、
な
ん
か
、
詩
と
か
あ
い
つ
、
何
も
見
ず
言
え
る
ん
だ
っ
て
、

久
美

：
宮
沢
賢
治
の
？

恭
子

：
う
ん
、

久
美

：
ふ
～
ん
、

恭
子

：
・
・
正
裕
、
何
し
て
る
の
か
な
？

久
美

：
ポ
カ
ン
と
し
て
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
あ
い
つ
は
？

恭
子

：
言
え
る
。

久
美
・
恭
子
：
（
あ
わ
せ
て
）
そ
う
、
カ
ッ
カ
し
な
さ
ん
な
。

ト
、

ゴ
ミ
箱
が
ガ
タ
ン
と
揺
れ
る
。

恭
子

：
い
る
の
か
な
、
こ
の
辺
に
。

久
美

：
う
わ
、
怖
い
こ
と
言
わ
な
い
で
よ
。

恭
子

：
ご
め
ん
ご
め
ん
。

ぼ
ん
や
り
と
窓
の
外
を
見
る
二
人
。

ト
、

音
楽
が
聞
こ
え
る
。

久
美

：
正
裕
、
元
気
で
す
か
？
元
気
と
い
う
の
も
変
か
。

も
う
、
あ
れ
か
ら
半
年
も
経
ち
ま
し
た
ね
。

恭
子

：
み
ん
な
は
相
変
わ
ら
ず
で
す
。
何
も
変
わ
ら
な
い
け
ど
、
あ
な
た
を
失
っ
た
寂

し
さ
だ
け
は
、
こ
れ
か
ら
も
忘
れ
ず
に
持
っ
て
い
よ
う
と
思
い
ま
す
。

久
美

：
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
で
、
今
度
お
墓
参
り
に
行
き
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、

こ
の
詩
を
墓
前
で
朗
読
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

恭
子

：
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ

風
ニ
モ
マ
ケ
ズ

雪
ニ
モ
夏
ノ
暑
サ
ニ
モ
マ
ケ
ズ

久
美

：
丈
夫
ナ
カ
ラ
ダ
ヲ
モ
チ

欲
ハ
ナ
ク

決
シ
テ
イ
カ
ラ
ズ

イ
ツ
モ
シ
ズ
カ
ニ
ワ
ラ
ッ
テ
イ
ル

事
務
長

：
一
日
ニ
玄
米
四
合
ト

味
噌
ト
少
シ
ノ
野
菜
ヲ
タ
ベ

ア
ラ
ユ
ル
コ
ト
ヲ

ジ
ブ
ン
ヲ
カ
ン
ジ
ョ
ウ
ニ
入
レ
ズ
ニ
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一
番
書
記
：
ヨ
ク
ミ
キ
キ
シ
ワ
カ
リ

ソ
シ
テ
ワ
ス
レ
ズ

野
原
ノ
松
ノ
林
ノ
蔭
ノ

小
サ
ナ
萱
ブ
キ
ノ
小
屋
ニ
イ
テ

二
番
書
記
：
東
ニ
病
気
ノ
コ
ド
モ
ア
レ
バ

行
ッ
テ
看
病
シ
テ
ヤ
リ

西
ニ
ツ
カ
レ
タ
母
ア
レ
バ

行
ッ
テ
ソ
ノ
稲
ノ
束
ヲ
負
イ

四
番
書
記
：
南
ニ
死
ニ
ソ
ウ
ナ
人
ア
レ
バ

行
ッ
テ
コ
ワ
ガ
ラ
ナ
ク
テ
モ
イ
イ
ト
イ
イ

北
ニ
ケ
ン
カ
ヤ
ソ
シ
ョ
ウ
ガ
ア
レ
バ

ツ
マ
ラ
ナ
イ
カ
ラ
ヤ
メ
ロ
ト
イ
イ

正
裕

：
ヒ
デ
リ
ノ
ト
キ
ハ
ナ
ミ
ダ
ヲ
ナ
ガ
シ

サ
ム
サ
ノ
ナ
ツ
ハ
オ
ロ
オ
ロ
ア
ル
キ

ミ
ン
ナ
ニ
デ
ク
ノ
ボ
ー
ト
ヨ
バ
レ

ホ
メ
ラ
レ
モ
セ
ズ

ク
ニ
モ
サ
レ
ズ

全
員

：
ソ
ウ
イ
ウ
モ
ノ
ニ

ワ
タ
シ
ハ
ナ
リ
タ
イ

少
し
み
ん
な
微
笑
ん
で
い
る
。

音
楽
大
き
く
。

幕
が
降
り
る
。

（
終
）

※
参
考
文
献

宮
沢
賢
治
詩
集

銀
河
鉄
道
の
夜

新
編

銀
河
鉄
道
の
夜

ポ
ラ
ー
ノ
の
広
場

注
文
の
多
い
料
理
店
（
以
上
、
新
潮
文
庫
）

宮
沢
賢
治
全
集
（
ち
く
ま
文
庫
）

「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
「
猫
の
事
務
所
」
「
補
遺
詩
編
」
な
ど
か
ら
引
用
し
ま
し
た
。

な
お
、
現
代
文
に
直
し
て
あ
る
部
分
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。


